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	 今日は、赤ちゃんについて私が経験・研究してきたことを述べさせてください。

「赤ちゃんの育ちがその人の一生を決める」からです。これは 2001年国連ユニ
セフが発表した世界子供白書 2001に記載されているものです。 
	 私は、昭和 14 年生まれの現在 77 歳で、終戦の時は幼稚園児でした。結核と
貧困で疲れ果てており、両親と一緒に児童養護施設（以前は、孤児院）慈愛園

で、戦争で親を失った戦災孤児と暮らしていました。親のない子はかわいそう

だとずっと思い続け、どうしたら幸せになれるかを研究するために大学で学び

ましたが、答えは見つかりませんでした。 
	 大学卒業後、子供の施設に勤めていましたが、30 歳の時、アメリカ交換留学
のチャンスを得て、渡米し、情緒障がい児施設で研修し、奨学金をもらって 1
年間大学にも通いました。施設に暮らす子供たちは中高生 30名の男女。家庭裁
判所で「家に帰ってはいけない」「学校に行ってもいけない」と判決されたため、

施設入所して 2 年間で改善するよう求められました。その施設には学校もあり
ます。 
	 子供達は、見た感じでは、みんな素敵な良い子ですが、どうも対人関係に問

題があり、「怒りっぽい」「イライラして」「カーっとなる」「興奮しやすい」「暴

力と暴言が多い」など、トラブルが毎日起きました。改善も見込めず、治まり

ません。なぜ？どうしてこのようになるのか誰もわかりません。 
	 私は、はじめて、親がいても問題児がいるという実態を知りました。1年後帰
国しましたが、「親がいてなぜ不幸になるのか」という疑問が頭から離れなくな

りました。熊本に帰って大学で 20 年間教育に関わり、子供の施設で 30 年間働
くことを通して、だんだん解明できるようになりました。 
	 帰国してすぐ出身大学に報告に行き、学長と会って、なぜアメリカの子供は

問題児が多いのかを話しました。同じような留学経験があった学長はおもしろ

い調査があると応えました。それは「アメリカに住んでいるのに非行をしない

子供がいる。日系人の子供たちだ。学者は日系人を調査して、アメリカの子供

たちと比較した。日系人はベタベタに可愛がり甘えさせているが、2歳児くらい



から厳しくしつけ、高校生になってもそれは続く。一方、アメリカ人は小さい

時、厳しくし、だんだん緩めていく。そして非行が多い」との調査でした。 
	 日本も変わりました。日本の子供たちは大人しくて、我慢強い。そう信じて

いたのにいつの間にかアメリカのようになってきました。切れる子、行内暴力、

いじめ、自殺、不登校、児童虐待、引きこもりと問題が難しくなってしまいま

した。どうしてこうなってきたのでしょう。 
これらの行動には感情が関与しています。この感情の揺らぎに原因があるこ

とが、脳の研究の進歩で分かってきました。赤ちゃんは生まれたとき４００グ

ラムの脳を持っています。それが 1歳の誕生日では８００グラムに倍増します。
しゃべることも、歩くこともできない赤ちゃんですが脳は発達しています。知

能ではないのです。安心、安全に生きていけるかを心配している脳です。 
	 動物の多くは、生命維持機能を脳に持っています。まず外界情報は、記憶を

司る海馬に集められ、それが安全か危険かを判断するのは偏桃体です。安全な

ら心騒ぐことはないのですが、危険・不安と判断すれば、逃げるか攻めるかを

瞬時に決定しなればなりません。命を失うかもしれないからです。偏桃体が興

奮を促進してしまうのです。 
	 人間は、もうひとつ方法を知っています。それは、耐えること、我慢するこ

とです。これも脳の眼窩前頭皮質というところで制御されますが、3歳までに訓
練しなければならず、その後発達が止まると言われています。 
	 昔の日本の子育てを熊本在住の作家、渡辺京二さんが「逝きし世の面影」（平

凡社）の中で、江戸末期、明治初期に日本に滞在した外国人が書いた文章を集

められました。日本の親子は貧しかったけど、ラフカディオ・ハーンをはじめ、

西洋人が口をそろえて言ったことは「日本は子供の天国だ」ということでした。

乳を飲んで、おんぶされて、手をつなぎ、抱っこされ、何の不安もなく笑って

いる。こんな国は世界にないと言っています。 
 
	 脳に「安心」が刻まれているのがよく分かります。 
 
	 今では「おんぶ、抱っこ、添い寝、母乳」もやらなくなりました。どうして

でしょう。実は、昭和40年から母子健康手帳をすべての妊婦に配布しましたが、
その中に「おんぶ、抱っこはほどほどに、抱き癖で苦労、おんぶの時間は短く」

と指導していることが分かりました。そこで、私は、昭和 58年厚生省に内容変
更の抗議の手紙を送りました。間もない昭和 60 年にこの本は内容を改訂され、
今日に至っています。 
	 また、今では母乳を与えると、お母さんの心が優しくなる「オキシトシン」

というホルモンが出ると分かってきました。ボランティアをする人からも、触



ったり、なでたりした時もそれが出ると言われています。これが発表されると

西洋人も母乳をやるようになりました。残念なことに、日本の母乳率は 50％以
下です。 
	 日本の育児「おんぶ、抱っこ、添い寝、母乳」こそが、赤ちゃんの脳に「安

心・安全」をしっかり刻んでいたのです。だから、「赤ちゃん大好き」お母さん

と「お母さん大好き」赤ちゃんとの大好き交流が生まれます。それを「愛着」

と呼んでいます。愛着が弱く少なくなっていないでしょうか？これが十分満た

されると子供は友達と楽しく遊べるようになるし、次は異性と愛し合えるよう

になると、アメリカの心理学者「ハーロウ」は、サルの実験で証明しました。 
	 さて、3 歳の誕生日を迎えるころ、脳の重さは９６０グラムとなるそうです。
1歳の時から１６０グラムの増加です。このとき脳では何が起こっているでしょ
うか。この時に決まってしまう脳の発達が「我慢する力」であると国米欣明医

学博士は、著書「その子育ては科学的に間違っています」（河出書房新書）で述

べられています。脳の眼窩前頭皮質という場所です。ここで我慢する力が 3 歳
までにしつけられたかどうかで決まるというわけです。 
	 脳の働きは、まだわからないことが多いにもかかわらず、今日お話したこと

は実証されています。 
	 赤ちゃんの時に安心・安全が脳に刻まれず不安・恐怖が刻まれたら思春期以

後に問題が起きるのではないでしょうか。愛着形成ができたかどうかの指標は

「人見知り」をしたかどうかではっきり分かります。「人見知り」は「お母さん

は安心できるけど、この人は怖い」というように知らない人と知っている人を

脳が判別し、お母さんにしがみつき、決して行かないという意思表示の表れで

あり、これは実は「愛着」が成立していることとの証明でもあります。もし「人

見知り期」に誰にでも近づく子は、頼れる人を探している行為とも解釈され、

思春期に自立困難になる可能性があると思われます。赤ちゃんは、お母さんの

目を見て、安心と不安を判断しています。目は口ほどにモノを言うとはこのこ

とです。 
	 日本人が伝えてきた「三つ子の魂、百まで」は正しかったようです。日系人

の子育ても理にかなっていたようです。 
（おわり） 


